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■
平
成
27
年
度
林
野
庁
等
予
算

案
決
定

１
　
林
野
庁
関
連

平
成
27
年
度
林
野
予
算
案
が
、
１
月
14
日
閣

議
決
定
さ
れ
た
。
概
算
決
定
額
は
2
、９
０
４

億
円
（
対
前
年
度
比
0
・
4
％
減
）。
こ
れ
に

先
駆
け
て
編
成
さ
れ
た
今
年
度
補
正
予
算
案
を

あ
わ
せ
る
と
総
額
3
、７
２
８
億
円
と
な
っ
た
。

林
業
の
成
長
産
業
化
・
森
林
吸
収
源
対
策
の
推

進
を
目
指
す
も
の
で
、
概
要
は
以
下
の
通
り
。

①
新
た
な
木
材
需
要
創
出
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

27
年
度
当
初
17
億
円（
26
年
度
補
正
26
億
円
）

・
中
高
層
建
築
等
に
活
用
で
き
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直

交
集
成
板
）
等
新
た
な
製
品
・
技
術
の
開
発
・

普
及
の
加
速
化
、
地
域
材
の
利
用
拡
大
、
国
産

の
森
林
認
証
材
の
普
及
、
需
要
者
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
等
を

支
援
す
る
。

う
ち
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
新
た
な
製
品･

技
術
の
開
発

27
年
度
当
初
5
億
円
（
26
年
度
補
正
5
億
円
）

う
ち
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
に
代
わ
る
住
宅
対

策
と
し
て
「
木
づ
か
い
協
力
業
者
」
に
よ
る
木

材
利
用
促
進
１
億
円
及
び
木
造
住
宅
等
需
要
拡

大
支
援
事
業
（
26
年
度
補
正
21
億
円
）
と
な
っ

て
い
る
。

②
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
対
策
（
26
年

度
補
正
５
４
６
億
円
）

円
（
26
年
度
補
正
31
億
円
）

⑨
森
林
・
林
業
再
生
基
盤
づ
く
り
交
付
金
27
年

度
当
初
27
億
円

２
　
国
土
交
通
省
関
連

（
平
成
27
年
度
予
算
案
）
国
土
交
通
省
関
連

予
算
は
、
前
年
度
並
み
の
5
兆
7
、８
８
７
億

円
。
災
害
対
策
に
向
け
た
街
、
住
宅
づ
く
り
の

政
策
の
予
算
が
確
保
さ
れ
た
。

○
地
域
型
住
宅
グ
リ
ー
ン
化
事
業
の
創
設

地
域
に
お
け
る
木
造
住
宅
の
生
産
体
制
を
強

化
し
、
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
る
た
め
、
資
材

供
給
、
設
計
、
施
工
な
ど
の
連
携
体
制
に
よ
る
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
や
耐
久
性
等
に
優
れ
た
木

造
住
宅
・
建
築
物
の
整
備
に
対
し
て
支
援
を
行

う
地
域
型
住
宅
グ
リ
ー
ン
化
事
業
は
１
１
０
億

円
が
予
算
化
さ
れ
た
。

○
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
住
宅
等
推
進
事
業
の

拡
充

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
空
き
家
等
を
活
用
し
た
供
給
を
促

進
す
る
た
め
、
用
途
変
更
に
伴
い
必
要
と
な
る

改
修
工
事
を
補
助
対
象
に
追
加
し
、
３
２
０
億

円
が
予
算
化
さ
れ
た
。

○
安
全
な
住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
対
策

耐
震
改
修
促
進
法
に
よ
り
耐
震
診
断
義
務
付

け
対
象
と
な
る
建
築
物
の
耐
震
改
修
補
助
に
つ

い
て
、
適
用
期
限
に
係
る
事
業
要
件
の
拡
充
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
重
点
的
か
つ
緊
急
的
に
耐

震
化
の
促
進
を
図
る
事
業
、
高
齢
化
の
著
し
い

密
集
市
街
地
に
お
い
て
、
防
災
対
策
の
推
進
と

あ
わ
せ
、
多
様
な
世
帯
の
居
住
促
進
を
図
る
た

め
、
子
育
て
支
援
施
設
・
福
祉
施
設
等
の
生
活

支
援
機
能
等
の
整
備
を
進
め
る
な
ど
、
密
集
市

街
地
に
お
け
る
総
合
的
な
環
境
整
備
を
支
援
す

る
事
業
等
に
２
１
６
億
円
が
予
算
化
さ
れ
た
。

（
詳
細
は
各
省
庁
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
）

■
27
年
度
税
制
大
綱
決
定
（
軽

油
引
取
税
ほ
か
）

平
成
27
年
度
の
林
野
関
係
税
制
改
正
で
は
、

懸
案
と
な
っ
て
い
る
森
林
吸
収
源
対
策
（
い
わ

ゆ
る
環
境
税
）
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
検
討

事
項
と
な
っ
た
が
、
27
年
度
税
制
改
正
大
綱
に

お
い
て
、「
２
０
２
０
年
以
降
の
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
目
標
の
設
定
ま
で
に
「
具
体
的
な
姿
」

に
つ
い
て
結
論
を
得
る
」
と
さ
れ
期
限
を
定
め

て
早
急
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
年
の

夏
に
向
け
て
正
念
場
と
な
る
。

林
業
、木
材
加
工
業
、木
材
市
場
業
及
び
バ
ー

ク
堆
肥
製
造
業
に
つ
い
て
の
軽
油
引
取
税
の
免

税
措
置
延
長
に
つ
い
て
は
、
紆
余
曲
折
の
末
、

継
続
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

主
要
事
項
は
次
の
と
お
り
。

１　

山
林
所
得
に
係
る
森
林
計
画
特
別
控
除
収

入
金
額
の
20
％
等
に
つ
い
て
（
収
入
金
額
が

2
、０
０
０
万
円
超
の
者
の
2
、０
０
０
万
円

を
超
え
る
部
分
の
控
除
率
を
10
％
と
し
た

上
）適
用
期
限
を
３
年
延
長
す
る（
所
得
税
）。

２　

軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
の
特
例
措
置
の

適
用
期
限
を
３
年
延
長
す
る
（
軽
油
引
取

税
）。

３　

中
小
企
業
者
等
の
軽
減
税
率
の
特
例
（
協

同
組
合
等
に
つ
い
て
所
得
の
金
額
の
う
ち
年

８
０
０
万
円
以
下
の
部
分
に
対
す
る
税
率
を

19
％
→
15
％
と
す
る
措
置
）
の
適
用
期
限
を

２
年
延
長
す
る
（
法
人
税
）。

４　

特
定
中
小
企
業
者
等
が
経
営
改
善
設
備
を

取
得
し
た
場
合
の
特
別
償
却
（
30
％
）
又
は

法
人
税
額
等
の
特
別
控
除
（
７
％
（
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
・
農
林
）水
産
業
活
性
化
税
制
）

に
つ
い
て
、
見
直
し
を
行
っ
た
上
、
適
用
期

限
を
２
年
延
長
す
る
（
所
得
税
・
法
人
税
）。

・
木
造
公
共
建
築
物
・
Ｃ
Ｌ
Ｔ
製
造
ラ
イ
ン
・

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
施
設
等
の
整
備
、
間
伐

等
、
自
伐
林
家
を
含
め
た
多
様
な
担
い
手
に
よ

る
地
域
の
創
意
工
夫
に
基
づ
く
取
組
を
総
合
的

に
支
援
す
る
。

③
森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
27
年
度

当
初
25
億
円

・
森
林
・
山
村
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
を
図
る

た
め
、
地
域
に
お
け
る
活
動
組
織
が
実
施
す
る

森
林
の
保
全
管
理
や
森
林
資
源
の
利
用
等
の
取

組
を
支
援
す
る
。

④
施
業
集
約
化
の
加
速
化
27
年
度
当
初
2
億
円

・
施
業
集
約
化
に
向
け
た
森
林
情
報
の
収
集
や

森
林
境
界
の
明
確
化
等
の
取
組
を
支
援
す
る
。

⑤
森
林
・
林
業
人
材
育
成
対
策
27
年
度
当
初
62

億
円
（
26
年
度
補
正
3
億
円
）

・
林
業
へ
の
就
業
前
の
青
年
に
対
す
る
給
付
金

の
給
付
や
、「
緑
の
雇
用
」
事
業
の
拡
充
等
に

よ
る
人
材
の
育
成
を
支
援
す
る
。

⑥
山
村
活
性
化
支
援
交
付
金
【
新
規
】
27
年
度

当
初
8
億
円

⑦
森
林
整
備
事
業
〈
公
共
〉
27
年
度
当
初
1
、

２
０
３
億
円
（
26
年
度
補
正
74
億
円
）

・
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
を
構
築
す
る
と
と

も
に
、
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
の
間
伐

等
の
森
林
施
業
や
路
網
の
整
備
等
を
推
進
す

る
。

⑧
治
山
事
業
〈
公
共
〉
27
年
度
当
初
６
１
６
億
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【
経
産
省
等
３
省
共
管
】

５　

中
小
企
業
等
の
貸
倒
引
当
金
の
特
例
（
繰

入
限
度
額
を
12
％
増
し
）
の
適
用
期
限
を
２

年
延
長
す
る
（
法
人
税
）。【
経
産
省
等
５
省

庁
共
管
】

６　

農
業
信
用
基
金
協
会
、（
独
）
農
林
漁
業

信
用
基
金
及
び
漁
業
信
用
基
金
協
会
が
受
け

る
抵
当
権
の
設
定
登
記
等
の
税
率
の
軽
減
措

置
（
０
・
４
％
→
０
・
15
％
）
の
適
用
期
限

を
２
年
延
長
す
る
（
登
録
免
許
税
）。【
経
産

省
等
３
省
庁
共
管
】

■
主
要
木
材
の
需
給
見
通
し

（
平
成
27
年
第
1
四
半
期
及
第

2
四
半
期
）」
に
つ
い
て

林
野
庁
は
、平
成
26
年
12
月
19
日
（
金
曜
日
）

に
「
平
成
26
年
度
第
3
回
木
材
需
給
会
議
」
を

開
催
し
、「
主
要
木
材
の
需
給
見
通
し
（
平
成

27
年
第
1
四
半
期
及
び
第
2
四
半
期
）」
を
策

定
し
、公
表
し
ま
し
た
。
概
要
は
以
下
の
通
り
。

見
通
し
の
要
点

○
平
成
27
年
第
1
四
半
期
（
1
～
3
月
）
の
需

要
は
、
国
産
材
合
板
用
丸
太
は
前
年
同
期
に

比
べ
増
加
、
国
産
材
製
材
用
丸
太
、
輸
入
丸

太
、
輸
入
製
材
品
は
前
年
同
期
に
比
べ
減
少

す
る
見
通
し
。

○
ま
た
、平
成
27
年
第
2
四
半
期
（
4
～
6
月
）

の
需
要
は
、
国
産
材
製
材
用
丸
太
は
前
年
同

期
に
比
べ
や
や
増
加
、国
産
材
合
板
用
丸
太
、

輸
入
丸
太
、
輸
入
製
材
品
は
前
年
同
期
に
比

べ
減
少
す
る
見
通
し
。

○
な
お
、
平
成
26
年
度
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数

は
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
前
の
駆
け
込
み
需

要
の
反
動
等
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
減

少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

委
員
か
ら
の
意
見
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

１　

経
済
情
勢　

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、
平

成
25
年
度
は
、
公
共
投
資
や
、
個
人
消
費
、

住
宅
投
資
等
で
消
費
税
率
引
き
上
げ
前
の
駆

け
込
み
需
要
発
生
等
に
よ
り
、２
・
１
％（
実

績
）
と
比
較
的
高
い
成
長
と
な
っ
た
。
平
成

26
年
度
は
公
共
投
資
、
輸
出
等
が
プ
ラ
ス
に

寄
与
し
た
が
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
前
の
駆

け
込
み
需
要
の
反
動
に
よ
る
個
人
消
費
等
の

冷
え
込
み
が
大
き
く
影
響
し
、
△
０
・
８
％

の
成
長
が
見
込
ま
れ
る
。

２　

住
宅
着
工　

・
平
成
26
年
度
4
月
か
ら
10

月
期
の
累
計
は
、
着
工
戸
数
全
体
で
前
年
同

期
比
88
・
３
％
、
持
家
が
同
77
・
３
％
、
貸

家
が
同
99
・
０
％
、
分
譲
一
戸
建
が
92
・

８
％
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が
同
83
・
５
％
で

持
家
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
減
少
が
大
き

い
。・
平
成
26
年
10
月
の
新
設
住
宅
着
工
戸

数
は
、
7
万
9
千
戸
で
前
年
同
月
比
87
・

７
％
と
8
ヶ
月
連
続
の
減
少
。・
平
成
26
年

度
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
（
見
通
し
）
は
、

対
前
年
比
88
・
６
％
の
87
万
5
千
戸
と
想

定
。

３　

木
材
輸
出
動
向　

・
平
成
26
年
1
月
か
ら

10
月
の
累
計
木
材
輸
出
額
は
、
約
１
４
５
億

2
千
万
円
（
対
前
年
同
期
比
１
４
７
％
）
と

な
っ
て
お
り
、
昨
年
の
年
間
輸
出
額
約
１
２

３
億
1
千
万
円
を
上
回
っ
た
。
現
在
も
高
い

伸
び
を
持
続
し
て
い
る
。・
品
目
別
に
は
、

丸
太
約
56
億
4
千
万
円
（
対
前
年
同
期
比
２

４
１
％
、
構
成
比
39
％
）、
製
材
品
約
27
億

5
千
万
円
（
同
１
１
８
％
、
同
19
％
）、
合

板
約
10
億
7
千
万
円
（
同
１
２
７
％
、
同

7
％
）
等
と
な
っ
て
い
る
。・
国
別
に
は
、

中
国
約
56
億
3
千
万
円
（
対
前
年
同
期
比
２

０
８
％
、
構
成
比
39
％
）、
韓
国
約
23
億
1

千
万
円
（
同
１
８
３
％
、
同
16
％
）、
台
湾

約
15
億
8
千
万
円（
同
１
４
４
％
、同
11
％
）、

フ
ィ
リ
ピ
ン
約
15
億
5
千
万
円
（
同
94
％
、

同
11
％
）
等
と
な
っ
て
い
る
。

４　

主
要
木
材
需
給
動
向

（
１
）
国
産
材
（
需
要
（
工
場
入
荷
））

①
製
材
用
丸
太　

平
成
27
年
第
1
四
半
期
、
第

2
四
半
期
と
も
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
反

動
に
よ
る
住
宅
着
工
の
減
少
が
あ
る
も
の

の
、昨
今
の
国
産
材
回
帰
の
流
れ
を
受
け
て
、

堅
調
に
推
移
す
る
見
通
し
。

②
合
板
用
丸
太　

平
成
27
年
第
1
四
半
期
は
、

構
造
用
合
板
の
厚
手
化
、
型
枠
合
板
等
新
規

用
途
へ
の
使
用
や
国
産
材
利
用
の
促
進
等
に

よ
り
前
年
同
期
比
で
増
加
す
る
見
通
し
。
第

2
四
半
期
は
前
期
に
引
き
続
き
高
い
水
準
で

推
移
す
る
と
想
定
さ
れ
る
が
、
前
年
同
期
比

で
減
少
す
る
見
通
し
。

（
２
）
米
材

①
丸
太　

・
需
要
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
第

1
四
半
期
は
、
消
費
税
の
駆
け
込
み
需
要
の

反
動
の
影
響
が
引
き
続
く
も
の
の
、
安
定
期

に
入
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
前
年
同
期
比
で
減

少
す
る
見
通
し
。
第
2
四
半
期
は
前
期
の
流

れ
を
受
け
て
底
堅
く
推
移
す
る
と
思
わ
れ
る

が
、
前
年
同
期
比
で
は
減
少
す
る
見
通
し
。

・
供
給
に
つ
い
て
は
、
米
国
住
宅
市
場
の
状
況

に
伴
う
産
地
出
荷
意
欲
、
国
内
需
要
の
動
向

を
う
け
て
、
平
成
27
年
第
1
四
半
期
、
第
2

四
半
期
と
も
前
年
同
期
比
で
減
少
す
る
見
通

し
。

②
製
材
品　

・
需
要
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

第
1
四
半
期
は
住
宅
着
工
の
需
要
減
が
引
き

続
く
と
思
わ
れ
る
た
め
、
前
期
と
同
様
の
低

水
準
で
推
移
す
る
と
予
想
さ
れ
る
も
の
の
前

年
同
期
比
で
は
微
増
の
見
通
し
。
第
2
四
半

期
も
住
宅
着
工
等
市
況
は
大
き
く
改
善
さ
れ

な
い
と
予
想
し
、
前
期
同
様
の
水
準
で
推
移

す
る
と
思
わ
れ
る
。・
供
給
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
第
1
四
半
期
は
産
地
の
市
況
環
境

や
為
替
水
準
の
動
向
等
か
ら
そ
れ
ほ
ど
旺
盛

で
な
い
と
見
込
ま
れ
る
た
め
前
期
と
同
様
の

水
準
で
入
荷
さ
れ
る
見
通
し
。
第
2
四
半
期

も
前
期
の
流
れ
を
受
け
、
低
調
に
推
移
す
る

見
通
し
。
尚
、
米
国
西
海
岸
で
の
港
湾
労
使

交
渉
の
状
況
に
よ
り
供
給
量
が
増
減
す
る
可

能
性
も
あ
る
。

（
３
）
欧
州
材
（
製
材
品
）　

平
成
27
年
第
1
四

半
期
、
第
2
四
半
期
と
も
低
調
な
国
内
需
要

動
向
に
加
え
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
延
期

に
よ
る
駆
け
込
み
需
要
の
先
送
り
も
影
響

し
、
前
年
同
期
比
で
減
少
す
る
見
込
み
。

（
４
）
南
洋
材

①
丸
太　

・
需
要
に
つ
い
て
は
、
針
葉
樹
合
板

等
へ
の
シ
フ
ト
等
、減
少
傾
向
は
変
わ
ら
ず
。

平
成
27
年
第
1
四
半
期
以
降
、
合
板
用
、
製

材
用
と
も
減
少
傾
向
で
推
移
す
る
見
通

し
。・
供
給
に
つ
い
て
は
、
為
替
状
況
、
産

地
高
、
合
板
用
材
の
針
葉
樹
へ
の
シ
フ
ト
等

に
よ
り
平
成
27
年
第
1
四
半
期
以
降
も
前
年

同
期
比
で
減
少
す
る
見
通
し
。

②
製
材
品　

・
需
要
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

第
1
四
半
期
以
降
は
国
内
需
要
が
落
ち
着
い

た
動
き
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
堅
調

な
動
き
と
見
込
ま
れ
る
。・
供
給
に
つ
い
て

は
、
需
要
に
見
合
っ
た
数
量
で
入
荷
さ
れ
る

見
通
し
。

（
５
）
北
洋
材

①
丸
太　

・
需
要
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
第

1
四
半
期
以
降
も
堅
調
に
推
移
す
る
と
見
込

ま
れ
る
が
前
年
同
期
比
で
は
減
少
す
る
見
通

し
。・
供
給
に
つ
い
て
は
、
需
要
に
応
じ
た

輸
入
と
の
見
通
し
。
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②
製
材
品　

・
供
給
に
つ
い
て
は
、円
安
、ル
ー

ブ
ル
安
等
為
替
環
境
に
安
定
感
が
無
く
、
国

内
市
況
も
振
る
わ
な
い
事
か
ら
前
年
同
期
比

で
減
少
し
て
推
移
す
る
見
通
し
。

（
６
）
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
チ
リ
材

①
丸
太　

・
需
要
に
つ
い
て
は
、
国
内
大
手
製

材
工
場
停
止
の
影
響
に
加
え
、
輸
出
梱
包
需

要
が
想
定
よ
り
弱
含
み
で
推
移
す
る
模
様
か

ら
、
平
成
27
年
度
第
1
四
半
期
以
降
も
前
年

同
期
と
比
べ
大
幅
に
減
少
す
る
見
通
し
。・

供
給
に
つ
い
て
は
、
国
内
需
要
に
応
じ
た
入

荷
の
見
通
し
。

②
製
材
品　

・
需
要
に
つ
い
て
は
、
輸
出
梱
包

需
要
が
想
定
ほ
ど
芳
し
く
な
い
た
め
、
平
成

27
年
第
1
四
半
期
以
降
、
前
年
同
期
比
で
減

少
す
る
見
通
し
。・
供
給
に
つ
い
て
は
、
為

替
環
境
が
変
化
し
て
い
る
た
め
、
慎
重
な
輸

入
が
な
さ
れ
る
見
通
し
。

来
賓
の
野
村
和
弘
茨
城
県
農
林
水
産
部
次
長

兼
林
政
課
長
、
石
川
多
聞
県
茨
城
林
業
協
会
理

事
長
及
び
打
越
芳
男
茨
城
県
木
材
協
同
組
合
連

合
会
会
長
打
越
会
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

た
。昨

年
11
月
19
日
（
金
）
に
行
わ
れ
た
茨
城
県

木
材
ま
つ
り
の
表
彰
状
及
び
感
謝
状
受
賞
者

は
、
次
の
と
お
り
。

▽
農
林
水
産
大
臣
賞
（
構
造
用
）（
株
）
小
池

住
建
（
常
陸
太
田
市
）
▽
林
野
庁
長
官
賞
（
下

地
用
）（
有
）
鷹
野
屋
（
常
陸
太
田
市
）
▽
関

東
森
林
管
理
局
長
賞
（
構
造
用
）
多
加
良
木
材

（
株
）（
常
陸
太
田
市
）
▽
茨
城
県
知
事
賞
（
下

地
用
）（
有
）
渡
部
製
材
所
（
笠
間
市
）
▽
茨

城
県
農
林
水
産
部
長
賞
（
下
地
用
）（
名
）
国

安
製
材
所
（
常
陸
太
田
市
）
▽
全
木
連
会
長
賞

（
構
造
用
）
竹
澤
木
材
（
株
）（
常
陸
大
宮
市
）

▽
全
市
連
会
長
賞
（
造
作
用
）（
有
）
川
井
商

店
（
大
子
町
）

（
７
）
合
板

①
国
内
製
造　

・
需
要
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

年
度
第
1
四
半
期
は
、
前
年
同
期
が
非
常
に

高
い
水
準
で
推
移
し
た
こ
と
も
あ
り
、
減
少

す
る
と
見
込
ま
れ
る
。
第
2
四
半
期
は
国
産

型
枠
合
板
や
フ
ロ
ア
ー
台
板
等
新
規
分
野
へ

の
需
要
拡
大
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
前

年
同
期
比
で
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

・
供
給
に
つ
い
て
は
需
要
に
対
応
す
べ
く
生
産

さ
れ
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
状
態
が
見

込
ま
れ
る
。

②
輸
入　

・
需
要
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
第

1
四
半
期
は
戸
建
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
宅

着
工
等
の
減
少
を
受
け
、
前
年
同
期
比
で
減

少
す
る
見
通
し
。
第
2
四
半
期
も
前
期
の
流

れ
を
受
け
て
、
前
年
同
期
比
で
減
少
す
る
見

通
し
。・
供
給
に
つ
い
て
は
、
国
内
需
要
、

為
替
、
産
地
状
況
等
を
踏
ま
え
、
慎
重
な
入

荷
が
行
わ
れ
る
見
通
し
。

（
８
）
構
造
用
集
成
材

①
国
内
製
造　

・
平
成
27
年
第
1
四
半
期
以
降

は
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
を
受
け
、
前
年
同

期
比
で
減
少
す
る
見
通
し
。

②
輸
入　

・
平
成
27
年
第
1
四
半
期
以
降
は
、

国
内
需
要
の
減
少
が
続
く
と
見
込
ま
れ
る
た

め
、
前
年
同
期
と
比
べ
、
減
少
す
る
見
通
し
。

■
第
37
回
茨
城
県
木
材
ま
つ
り 

表
彰
式
　
１
月
16
日
　 

（
株
）
ミ
ト
モ
ク
で
開
催

（
株
）
ミ
ト
モ
ク
（
茨
城
県
水
戸
市
、
安
藤

裕
一
社
長
）
の
新
春
初
市
が
１
月
16
日
（
金
）

に
開
催
さ
れ
、
第
37
回
茨
城
県
木
材
ま
つ
り
表

彰
式
（
茨
城
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
主
催
）

が
行
わ
れ
た
。

来
賓
と
し
て
、
茨
城
森
林
管
理
署
安
永
正
治

署
長
、
茨
城
県
農
林
水
産
部
野
村
和
弘
次
長
兼

林
政
課
長
、
茨
城
県
林
業
協
会
の
石
川
多
聞
理

事
長
（
茨
城
県
議
）、
茨
城
県
木
材
協
同
組
合

連
合
会
の
打
越
芳
男
会
長
、
地
元
銀
行
関
係
者

ほ
か
来
賓
多
数
が
出
席
し
た
。
全
市
連
か
ら
は

小
合
専
務
が
出
席
。

式
典
の
開
会
に
当
た
り
安
藤
裕
一
社
長
は
、

「
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
駆
け
込
み
需
要
の

反
動
で
、
昨
年
は
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、

今
年
に
つ
い
て
も
、
為
替
の
円
安
傾
向
に
よ
る

外
材
の
値
上
が
り
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
、
新
設

住
宅
着
工
は
83
、
4
万
戸
と
予
測
さ
れ
、
高
水

準
の
住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
、
中
長
期
的
に
は
、
人

口
減
少
傾
向
が
続
き
、
新
設
住
宅
着
工
は
60
万

戸
水
準
に
な
る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
引
き
続

き
厳
し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
る
。
厳
し
い
状
況

の
中
で
は
あ
る
が
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
頑

張
っ
て
行
き
た
い
」
旨
、
挨
拶
し
た
。

主要木材の入荷量等の概要
（単位：千㎥、％）（括弧内は前年比又は前年同期比）

国産材丸太 輸入
丸太

輸入
製材品 合板 構造用

集成材製材用 合板用

24年計（実績）
11,321 2,602 4,356 6,698 6,090 2,048
（99）（103）（94） （96）（97）（104）

25年第 1四半期 2,926 723 1,119 1,719 1,587 502
実績 （100）（112）（90）（103）（105）（102）
25年第 2四半期 3,070 795 1,282 2,113 1,684 594
実績 （109）（123）（111）（123）（113）（117）
25年第 3四半期 2,853 744 998 2,103 1,584 584
実績 （112）（126）（111）（134）（109）（113）
25年第 4四半期 3,210 754 1,118 1,768 1,607 574
実績 （106）（105）（105）（102）（99）（108）

25年計（実績）
12,058 3,016 4,517 7,703 6,462 2,254
（107）（116）（104）（115）（106）（110）

26年第 1四半期 3,178 713 1,230 1,659 1,647 560
実績 （109） （99）（110） （97）（104）（112）
26年第 2四半期 3,162 831 1,107 1,796 1,676 561
実績 （103）（105）（86） （85）（100） （95）
26年第 3四半期 2,889 718 862 1,582 1,477 499
実績 （101） （97）（86） （75）（93） （85）
26年第 4四半期 3,100 840 895 1,494 1,480 490
見込み （97）（111）（80） （85）（92） （85）

26年計（見通し）
12,329 3,102 4,093 6,531 6,280 2,110
（102）（103）（91） （85）（97） （94）

27年第 1四半期 3,100 790 995 1,504 1,490 490
見通し （98）（111）（81） （91）（90） （88）
27年第 2四半期 3,200 800 1,000 1,564 1,540 530
見通し （101） （96）（90） （87）（92） （94）

（株）ミトモク初市の様子
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た
。
そ
の
中
で
、
入
賞
製
品
毎
に
、
て
い
ね
い

な
説
明
を
行
い
、
林
野
庁
長
官
賞
に
決
ま
っ
た

「 

高○ 

○
国○ 

○
木
曽
ひ
の
き
平
割
一
式
」
に
つ
い
て

は
、「
木
曽
ひ
の
き
人
工
林
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
向
け
、
奥
田
局
長
を
先
頭
に
森
林
管
理
局
が

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
回
の
入
賞
製
品
は
、
人

工
林
材
な
が
ら
天
然
木
曽
桧
に
劣
ら
な
い
材
質

を
備
え
て
い
る
」
等
と
説
明
し
た
。

来
賓
の
奥
田
局
長
は
、「
昨
年
は
管
内
に
お

い
て
災
害
が
多
発
し
、
局
も
、
そ
の
対
応
に
追

わ
れ
、
国
有
林
材
の
出
材
が
間
に
合
う
か
心
配

し
た
が
、
局
を
挙
げ
て
対
応
し
出
材
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
地
域
振
興
の
た
め
、
中
部
森
林
管

理
局
を
挙
げ
て
、
国
有
林
材
の
安
定
供
給
等
を

通
じ
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
」
旨
の
御
挨
拶
を

頂
い
た
。

木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
特
別
顧
問
の
村
上

淳
長
野
県
議
会
副
議
長
は
、「
初
セ
リ
及
び
入

賞
者
へ
の
お
祝
い
に
加
え
、
２
０
２
０
年
に
は

木
材
自
給
率
を
50
％
に
引
き
上
げ
る
と
い
う
大

き
な
目
標
に
向
け
、
長
野
県
に
お
い
て
も
公
共

建
築
物
等
へ
の
県
産
材
利
用
に
努
め
て
い
る
こ

と
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
地
方
に
も
波
及
し
、
地

方
創
生
に
お
い
て
林
材
業
が
そ
の
役
割
を
果
た

し
て
行
く
よ
う
支
援
す
る
。」
旨
の
御
挨
拶
を

頂
い
た
。
入
賞
者
は
以
下
の
通
り
。
◆
林
野
庁

長
官
賞
（ 

高○ 

○
国○ 

○
木
曽
ひ
の
き
平
割
一
式
）
の

む
ら
木
材
（
株
）
◆
長
野
県
知
事
賞
（
天
然
木

曽
檜
柾
盤
一
式
）（
株
）
野
尻
木
材
工
業
所
◆

中
部
森
林
管
理
局
長
賞
（
天
然
木
曽
檜
板
目
一

式
）
池
田
木
材
（
株
）
◆
全
市
連
会
長
賞
（
天

然
木
曽
檜
６
ｍ
節
角
一
式
）
志
水
林
業
製
材
◆

長
野
県
木
連
理
事
長
賞
（
天
然
木
曽
檜
柾
平
一

式
）（
株
）
井
上
。

式
典
後
の
初
市
は
、
冷
え
込
み
が
厳
し
い
も

の
の
天
候
に
恵
ま
れ
、90
人
の
買
い
方
が
参
加
。

天
然
木
曽
桧
（
柾
目
）
４
・
５
ｍ
×
46
㎝
×
６

㎝
に
２
５
０
万
円
／
㎥
、天
然
木
曽
桧
（
柾
盤
）

４
・
６
ｍ
×
15
・
５
㎝
×
10
㎝
に
２
０
０
万
円

／
㎥
、 

高○ 

○
国○ 

○
木
曽
ひ
の
き
（
柾
盤
三
面
無
地
）

２
・
０
ｍ
×
15
㎝
×
13
・
５
㎝
及
び
同
（
角
対

面
上
小
）
２
・
０
ｍ
×
13
・
５
㎝
×
13
・
５
㎝

に
40
万
円
／
㎥
の
高
値
が
つ
い
た
。
売
上
は
、

前
年
よ
り
若
干
減
少
し
た
が
、
平
均
単
価
は

12
％
ア
ッ
プ
と
な
っ
た
。

■
全
市
連
の
会
議
（
予
定
）

◇
３
月
９
日
（
月
）
13
時　

平
成
26
年
度
第
３

回
理
事
会
、
第
２
回
正
副
会
長
・
支
部
長
会
議

ほ
か
（
日
本
森
林
林
業
振
興
会
、
林
友
ビ
ル
６

階
）。

◇
５
月
18
日
（
月
）
第
60
回
定
期
総
会
・
東
京

大
会
（
ホ
テ
ル
イ
ー
ス
ト
21
、江
東
区
東
陽
町
）

▽
平
成
27
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て

の
自
由
民
主
党
税
制
審
査
会
の
審
査

等
の
過
程
を
垣
間
見
る
機
会
を
得
た
。

林
業
・
木
材
関
連
で
は
、「
森
林
吸
収

源
対
策
財
源
確
保
」
及
び
「
軽
油
引

取
税
免
除
延
長
」
が
主
要
課
題
と
な
っ

た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、「
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
目
標
設
定
ま
で
に
具
体
的
な
姿
に
つ
い

て
結
論
を
得
る
」（
平
成
27
年
度
税
制
改
正
大
綱
）

と
さ
れ
、
今
年
、
正
念
場
を
迎
え
る
。「
軽
油
引

取
税
免
除
延
長
」
に
つ
い
て
は
、総
務
省
等
か
ら
、

「
お
断
り
す
る
（
×
）」
と
の
厳
し
い
提
示
を
受
け

た
が
、
党
税
制
小
委
員
会
等
で
の
農
林
部
会
等
の

先
生
方
の
御
奮
闘
に
よ
り
、
何
と
か
、
3
年
間
の

延
長
に
漕
ぎ
着
け
た
。
×
が
○
に
な
る
の
は
異
例

と
の
こ
と
。
農
業
及
び
水
産
業
に
お
い
て
は
、
二

次
・
三
次
産
業
は
免
税
対
象
と
は
な
っ
て
お
ら

ず
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
の
中
、「
税
制
は
理
屈

半
分
、
気
合
半
分
」
と
の
某
代
議
士
の
御
発
言
ど

お
り
の
結
果
と
な
っ
た
。
林
業
協
会
、
全
木
連
、

全
森
連
及
び
林
経
協
等
（
と
り
わ
け
全
木
連
）
と

連
携
し
て
、
自
民
党
税
調
の
議
員
等
に
、
軽
油
引

取
税
等
に
つ
い
て
説
明
・
お
願
い
に
回
っ
た
が
、

そ
の
過
程
に
お
い
て
、
議
員
の
地
元
か
ら
の
声
が

極
め
て
重
要
と
の
認
識
を
得
た
。
議
員
ご
本
人
か

ら
、「
地
元
の
○
○
社
長
か
ら
話
は
聞
い
て
い
る
、

頑
張
る
か
ら
」
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
議
員
か
ら
、
党
税
制
小
委

員
会
等
の
場
で
、
免
税
延
長
の
応
援
発
言
を
し
て

頂
き
、
税
制
小
委
に
お
い
て
、
免
税
延
長
賛
成
が

大
多
数
、
反
対
ゼ
ロ
と
い
う
状
況
を
生
み
出
し
た

と
の
こ
と
。
木
材
市
場
業
に
お
け
る
軽
油
引
取
税

免
税
額
は
、
年
間
2
億
4
千
万
円
と
の
試
算
も
あ

り
、
感
謝
に
堪
え
な
い
。
業
界
の
組
織
力
と
政
治

的
活
動
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
た
年
末
だ
っ

た
。 雑 記 帳

感
謝
状
▽
茨
城
県
知
事　
（
株
）
前
川
林
業
（
小

美
玉
市
）
▽
関
東
森
林
管
理
局
長　
（
株
）
本

田（
土
浦
市
）▽
茨
城
県
農
林
水
産
部
長　
（
株
）

本
田
谷
田
部
（
つ
く
ば
市
）
▽
全
木
連
会
長　

（
株
）
林
産
（
常
陸
大
宮
市
）
▽
全
市
連
会
長　

（
株
）
藤
井
製
材
所
（
笠
間
市
）

初
市
の
セ
リ
に
は
、
40
人
程
度
の
買
方
様
が

参
加
し
、
構
造
材
か
ら
造
作
材
ま
で
幅
広
く
買

わ
れ
た
。

■
第
18
回
全
市
連
国
産
材
需
要

拡
大
製
材
品
展
示
会

１
月
24
日
　
木
曽
官
材
市
売
（
協
）

全
市
連
、
木
曽
木
材
工
業
協
同
組
合
（
勝
野

春
喜
理
事
長
）
及
び
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合

（
野
村
弘
理
事
長
）
は
、
１
月
24
日
（
土
）、
第

18
回
全
市
連
国
産
材
需
要
拡
大
製
材
品
特
別
展

示
会
を
開
催
し
た
。
来
賓
は
、
中
部
森
林
管
理

局
の
奥
田
辰
幸
局
長
、
村
上
淳
長
野
県
議
会
副

議
長
（
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
顧
問
）、
長

野
県
木
曽
地
方
事
務
所
吉
江
速
人
所
長
、
細
川

忠
國
長
野
県
木
連
理
事
長
、
田
上
正
男
上
松
町

長
、
真
島
哲
二
八
十
二
銀
行
上
松
支
店
長
及
び

高
嶋
伸
二
木
曽
森
林
管
理
署
長
ほ
か
。

開
会
に
あ
た
り
主
催
者
を
代
表
し
、
全
市
連

の
小
合
専
務
は
「
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
基
調

と
さ
れ
て
い
る
が
、
住
宅
着
工
は
消
費
税
増
税

の
駆
込
需
要
後
の
反
動
等
で
減
少
し
て
お
り
、

円
安
、
原
油
価
格
下
落
も
あ
っ
て
先
行
き
不
透

明
。
国
で
は
木
材
産
業
を
地
域
創
生
の
柱
の
一

つ
に
位
置
付
け
、
予
算
・
税
制
で
支
援
。
本
日

は
、
中
部
局
の
木
曽
ひ
の
き
か
ら
の
優
良
製
材

品
等
が
多
く
出
品
さ
れ
て
お
り
、
是
非
、
全
量

の
お
買
い
上
げ
を
」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
の
野
村

理
事
長
か
ら
前
日
の
審
査
結
果
の
講
評
を
行
っ

長官賞表彰の様子


